
#3「寺西幹仁」 

馬野ミキ 

 

 かつては岡本太郎も寄稿していたことがある「詩学」最後の編集長、寺西幹仁。 ヒモ生活の中、

半ばヤケっぱちで２ちゃんねる詩・ポエム板で活動していた自分を、寺西さんが社会の輪のなかに

引っ張りあげてくれた。  

2 ちゃんねる発の東京、大阪、仙台同時多発朗読会を巻頭でとり上げてくれ 自分ははじめて、

詩誌に連載を持った。 同郷が同じ鳥取であり、酒好きということもあり、知り合い以上の関係になる

のに時間はかからなかった。 「夜の鳥取砂丘の中心で詩を叫ぶ」というイベントを共催する。全国

から夜の鳥取砂丘に詩人が集まった。これは確か地元の NHK では流れてたみたい。まだスマホが

普及していなかった時代で、この頃の画像とかほぼ無いんだなあ。検索してもほぼ何も出てこない

だろう。まず記録に残すことよりも、まず実践していたようにも思う。 砂丘朗読の夜、酔っぱらった寺

西さんが女風呂に入ってしまい、女性群からクレームが来たことを憶えている w  

はじめて詩学の花見に誘われたことは嬉しかったなあ。確か飛鳥山公園ではないか。なんだか

自分が立派な社会人か文化人にでもなったような錯覚をおぼえたが、酔えば調子にのる自分の社

交力で空気を壊したことも多々あっただろう。そういうなかでも寺西さんは自分を大目にみてくれて

いた。  

寺西さんは、詩誌の編集長としてはフットワークが軽く、都内のいろいろな朗読会に顔を出してい 

たと思う。自分が寺西さんとはじめて話したのも高円寺のライブハウスだ。２年間の詩学でのぼくの

連載が終わると暫く寺西さんとは合わなくなっていたかも知れない。自分の生意気な原稿をきっか

けに定期購読者からお叱りを受けたなんてことも風の噂に聞いた。寺西さんもあまり朗読会に顔を

出さなくなっていた 「なんでです？」と一度聞いたことがある 「行ったって意味がないじゃないです

か」と寺西さんは言った。それは寺西さんが何らかの希望やビジョンを描いていて、けれどもそれに

対して何か失望があったのだろう。実際、詩学の売り上げは落ちていたのだという。 

紀伊国屋書店に並べられているような詩の雑誌であってもその詩誌に連載を持っていても、連

載の原稿の報酬は中学生のお小遣いみたいなものだった。お金が目当てというわけではないが、

仕事を持ち傍ら趣味でぽえむをたしなんでいるではなく、本業の人間にとってはあまりにもつらい。 

そのへんでも多少言い合いをさせてもらった。 

ある日詩学社の事務所で飲んでいた時、捨てられる予定のゴミ袋のなかに入っていた詩学のバ

ックナンバーを自分はナップサックに詰めていた。 「なにしてるんですかミキさん」と半分怒ったよう

に寺西さんは言った。自分の連載が載っているので持ち帰りたい、と自分は言った。寺西さんは黙

った。 

 抒情詩の惑星にも、寺西さんについては幾つか書かれていることがあるので、興味ある方は目を

通してほしい。また「詩と思想」2008年 12月号においても、古溝信一郎くん 詩学第一回新人のク



ロラくんと共に追悼座談会のようなことも行っている。 

「副題 太陽の花」 というかわいいきらきらした寺西さんの詩集もあるのだがこれは国会図書館

に行けば読めるのだろうか。詩学のその後の権利関係についてはまったくわからないとゆうか、た

ぶん誰も知らないだろう。最終的には全従業員を解雇し、１人ぼっちで「詩学」を行っていたのだか

ら。寺西さんの好きなところは、ぼくがいいアイデアを出すと 「いいですね！それやりましょう！」と

瞳をらんらんとさせて言ってくれるところで、でも僕が「すごくつまんない詩よりすごくつまんない映画

の方がましっすよね」とか言うと、真剣な目で「そんなことはありません！」と言う。コンビニの本棚に

詩の雑誌が置かれてもいいはずなんです、寺西さんはぼくにそう言った。 

詩学の廃業が決まり、現代詩フォーラムにて有志幾人かが在庫目録をつくり、自宅兼事務所か

らただ捨てられた行く詩集の数を減らした。自分が幹事をしたお別れ会に寺西さんは現れなかった。 

古溝君と造花の桜を店内に飾っていたのだが、主役はこなかった。自分は寺西さんの死体の第一

発見者になる。マンションの管理人さんに鍵を開けてもらい、暫くして警視庁の鑑識が入る。自分は

それらを部屋の隅でと突っ立って見ていた。死因について一部噂が飛び交ったが自殺ではなく、脳

の血管がパチンと弾けたみたいだった。寺西さんは布団のなかにいて、ガラステーブルの上には数

日前、お別れ会の打合せをした時、自分と一緒に飲んだパック酒がそのままの状態で置かれてい

た。 


